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第 1 回学校評議員会議事録  

 

Ⅰ 日 時  平成 27 年（2015 年）6 月 4 日（木） 15:40 ～  17:00 

Ⅱ 会 場  南安曇農業高等学校 会議室 

Ⅲ 参加者 （敬称略）  

【評議員 5 名】 同窓会会長       鈴木 章文 

        元 PTA 会長       矢口 茂芳 

        安曇養護学校長     下川 威 

        安曇野市相談員     山地 恵津子 

        「ばんどこ」社長    忠地 繁治 

【学校評議員会運営委員 10 名】 

        学校長 西村 清利      教頭 田中 信明  

        事務長 内野 祐志      教務主任 続木 宏英 

        進路指導主事  武藤 穣   生徒指導主事  桜井 智成 

        生徒会指導主任 宮田 勝昭  農場副主任 本山 義治 

        評議員係    本田 耕一  横山 哲司 

 

（次第） 

    評議員委嘱 

  １ 開会の言葉 

  

 ２ 学校長挨拶 

    中学生の希望が非常に多い学校になってきている。より一層魅力のある学校にしてい

きたい。今年度新たな事業としてキャリアウィークを春と秋の 2 回設定した。キャリア

教育の位置づけを明確にしながら体系化し、生徒の進路実現につなげていくことが目的

である。また来年度は SPH に手を挙げていきたいと考えている。できる限り多くのこ

とにチャレンジしながら学校の魅力づくりをしていきたいと考えているので、南農の進

むべき道を一緒に模索していただきたい。  

   

３ 出席者自己紹介  

 

 ４ 議事（司会 教頭）  

(1) 本委員会の目的等について（教頭）  

(2) 本年度の学校目標（教頭）  

(3) 本校の現状（各部）  

ア 教務 中学校訪問等について  

イ 進路指導 進路状況、キャリアウィーク実施について 

       ウ 生活指導 情報モラルの向上が課題  

       エ 生徒会 南農祭 7 月開催について  

       オ 農場  各学年の生徒の状況について  
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     (4) 質疑   意見交換  

①   就職状況について  

（回答）３つのどの学科においても就職希望が増えている。各業界で労働者の高齢

化が進んでおり、優秀な若手を育てることが企業のみならず高校でも急務

の課題となっている現状である。グリーンサイエンス科では食品関係や福

祉関係など、科で学習したことに関連した企業に就職している。  

 

② 国立大学に入るのは難しくなってきているのか。  

（回答）昨年度は 4 名。国公立大学人気は変わらず、入試が難しくなってきてい

るのではないか。また、平成 31 年度からは大学入試制度が変わり、学力

がさらに重視されるようになると予測されるため、本校としても学力を

伸ばしていく必要性を感じている。  

 

③ 職業高校なので普通教科の科目にかける時間が少なく、大学進学の際に弱みに

なってしまうのではないか。  

（回答）土曜日の鵬塾で普通教科を学習する時間の確保に努めている。  

 

④ 進学、就職した生徒の定着率はどうか。  

  （回答）比較的頑張って続けている生徒が多いという印象はあるが、数字として

出せるような調査はできていない。追跡調査の必要性を感じている。  

 

⑤ 進学後の学力はどうか。数学、英語の力をつけてあげてほしい。  

  （回答）現実に進学後に数学、英語で苦労する生徒は多い。ただ大学側では、実

験や実習でリードできる力を農業高校出身の生徒に期待している部分も

大きい。その強みを生かしながら、基礎的な学力もつけられる指導をし

ていきたい。  

 

⑥ 実際に体を動かして自ら行動する機会が少ない現状の中で、南農では生徒たち

が実践で学んでいることは将来の強みになるのではないか。地域の人々との交

流を大切にしながら社会性を養っていただきたい。  

  （回答）生き物とともに生徒たちは成長してきている。生き物を育てることが大

切な学習プロセスだと思う。このシステムを維持していきたい。課題解

決能力は育ってきているのではないかと思う。  

   

  ⑦ クラムザッハ市との交流ではインターアクトクラブが十分に対応していて感心

した。英語力がどの場面においても重要になってきているように感じる。就職

でも武器になるので、英語に力を入れていただきたい。  

（回答）意識の高い生徒たちもおり、インターアクトクラブを中心として取り

組んでいる。  
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⑧ 非常に忙しい生活を送っている生徒が多いと感じるが、心のケアの体制は整っ

ているか。生徒が困った時に助けを求められる雰囲気を作ってほしい。  

（回答）情報を収集し、連絡する体制を作りはじめている。いじめのない学校

づくりを目標に、キャリアウィークでカウンセリングを実施する計画

である。  

 

⑨ 学校の統廃合問題についてはどうなっているか。  

（回答）現在進行しているところである。6 月 12 日に産業教育審議会での答申

を受けて、県の高校再編に向けて検討していく。平成 30 年から第 2

期の高校再編案が出される。現在中学生の希望も多い中で、学校とし

て何ができるかを模索しているところである。いかに学校の魅力づく

りをしていくのかを考えながら対応していきたい。  

 

(4) 学校長挨拶 

 

(5) 本年度学校評議員会の今後の日程について  

 第 2 回  11 月 13 日（金）収穫祭の日 会議 12:30 ～  13:30   

 第 3 回   2 月中旬の予定  

 

  ５ 閉会の言葉 


